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八千代市の自然と里山 

                                                       八千代市環境保全課 高倉 歩 

 

 八千代市の自然と里山の紹介ということで、簡単に

ご紹介させて頂きます。 

 

八千代市は千葉県北西部に位置し、都心から30ｋｍ

の所にあります。面積は51ｋ㎡で、東西8ｋｍ南北10

ｋｍほどの地形をしております。これは「八千代市の

自然を歩こう」という資料にも記載されておりますが、

下総台地上にあり台地に谷津がいくつも深く入り込ん

だ複雑な地形をしています。 

 地形は台地と谷津の低地からなります。台地の最も

高いところで標高は30ｍ、谷津の最も低いところでは

2ｍ程であるため湿地と谷津田が広がっています。 

この湿地は、縄文時代には霞ヶ浦にまで広がる大き

な湾の最も奥にあり、海につながっていました。その

ため、現在でも東京湾に近い場所にありながら、降っ

た雨は印旛沼から利根川を通り太平洋へと流れていま

す。台地の淵のいたるところに、縄文時代の人々が暮

らした痕跡が残っています。平坦でありながら複雑な

地形は、地球が氷河期や温暖化の時期を繰り返したこ

とによりつくられたものです。このため、市内ではモ

ミの木やカタクリなどの北方系の植物がある一方、温

暖帯性の樹木も見られます。また、湿地の谷津田から

台地上の畑まで多様な環境があるため、生物多様性に

富んでいます。 

 

 八千代市では、平成12年から3年間かけて水辺を中

心とした自然環境調査を行ったところ、魚類ではホト

ケドジョウやメダカ、両生類ではニホンアカガエル、

鳥類ではコアジサシやチュウサギ、哺乳類ではニホン

リス、昆虫ではヘイケボタルやミヤマセセリ、植物で

はリュウノヒゲモやイチリンソウなど、多くの絶滅危

惧種に指定されている動植物が存在していることが確

認されています。 

 

次に八千代市の里山の状況についてですが、人々は

過去から農業を中心として暮らしを営んできました。

したがって市内全域が里山といえる状況でした。昭和

30年代当初は、人口が3万人程でしたが、日本で初め

ての住宅団地が、市の南部にあたる八千代台につくら

れたのをきっかけに、大規模な団地の造成が相次ぎ、

当時、人口の増加率は全国一を記録しました。また、

工業団地等も形成されました。平成 8 年には、市の中

部を東西に東葉高速鉄道が開通し、再び宅地開発が盛

んになり人口が急増し、現在18万 5千人となっていま 

す。このような状況のため、現在の里山的環境は市の

中部から北部にかけて、また南部の一部に残っている

といえます。 

 



 

 - 20 -

  

最後に、本市の施策についてです。市では生物多様性

に富んだ市自然環境を保全しようと、平成 4 年からほ

たるをシンボルに「ほたるの里づくり事業」を始めま

した。 

これは市内米本地区にほたるの自生地をつくるとと

もにに、住民、企業、行政が互いにパートナーシップ

をとりながら、ほたるの里を管理運営していくもので

す。里山の環境に関わる市民団体の方々も年々増えて

きています。 

 

河川の浄化に取り組む団体、環境調査を行う団体、

山野草の保全に取り組む団体、ゴミの減量をすすめる

団体、草刈りや清掃活動を行う団体、自然観察を行う

団体、里山を体験する団体、環境整備を行う団体等、

様々です。里山に関する関心は高まっています。昨年

策定した、第 3 次総合計画後期基本計画の中では、里

山保全事業を先導的事業として位置づけ、新たな取り

組みを始めています。以上で、環境保全課からの紹介

は終ります。 

「八千代市湧き水マップ」より  発行元「八千代自然と環境を考える会」 


